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■ 調査目的

用途・業種用途・業種用途・業種用途・業種 整備の方向性整備の方向性整備の方向性整備の方向性

オフィス

■ 民間事業者意向
資料2-1

本市の中心市街地に位置する荷揚町小学校が「大分市立小中学校適正配置基

本計画」に基づき、新設の碩田学園に統合され、平成29 年3 月に閉校した。地元

団体からは「荷揚町小学校の跡地・跡施設の利活用に関する要望書」が提出され、

子どもの遊び場や防災機能をあわせた地区公民館の建設等により、地域活性化や

中心市街地のにぎわいづくりの要望がされたところである。

市役所、アートプラザ、城址公園及び駅周辺の公有地などの周辺施設との連携

立地面において、大分駅などからの距離が離れており、また大通りに面していない視認性の悪

い土地のため、他との競争性に劣る。
物販・飲食店舗

ホテル

集

合

住

賃貸マンション
民間事業者の進出意向がないため、左記用途の導入・整備が期待できない

（住宅用途での土地貸付はリスクも高い）定期借地権付

分譲マンション

市役所、アートプラザ、城址公園及び駅周辺の公有地などの周辺施設との連携

による魅力の向上や需要予測に基づく民間活力の可能性等について調査を行い、

地区の特性を考慮した跡地の利活用の検討を行うことを目的とする。

■ 対象地概要

住

宅
土地所有権付

分譲マンション

※ 導入を検討しない

（本敷地はまとまった公有地地域の一部を構成しており、土地処分を行うことは、将来も含め、

効果的なまちづくりを阻害）

教育関連
大学では新設予定等なし。

専門学校としては交通の便もよく、閑静なため立地としては適している。

■ 事業手法の検討■ 事業手法の検討

■ 整備の方向性


